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　生き物屋さんは皆、たくさんの生

物生息情報を持っています。どこに

いても、何をやっていても「あっ、

あそこにあんな植物がある、動物が

いる」と気付くものです。「そんな

データを全部蓄積できたらいい

なぁ、すごいなぁ」･･･生き物屋さん

であれば、誰でも一度はそんな事を

考えたことがあるでしょう。実際に

トライした人もたくさんいると思い

ます。

　「ＧＩＳ」は生き物屋さんのその

ような夢を容易にかなえてくれる革

命的な道具です。使い道はデータの

整理だけでは終わりません。膨大な

生物情報から特定の種の生息情報を

検索し図に表示する、生息種と生息

環境を重ね合わせる、また、これら

の情報に基づいた図形演算等々の情

報分析・解析を効率的に行うことが

出来ます。様々な分野でＩＴ革命が

進んでいますが、「ＧＩＳ」はまさ

しく「生物技術のＩＴ革命」のひと

つであると言えるでしょう。

　当社では数年前からＧＩＳの導入

に本格的に取り組みはじめ、ＧＩＳ

とＧＰＳを連動させた生物情報の

マッピングや地形、植生、水系など

の生育環境と生物生息情報のオー

バーレイによる生態系解析、ビオ

トープやエコトープの解析などを

行ってきました。また、リモートセ

ンシングとＧＩＳを活用した緑の

ネットワーク解析や環境アセスにお

ける自然環境モニタリングシステム

についても提案や実践をしていま

す。特に、今後はリモートセンシン

グの重要度が増していくと思われ、

当社でもこの分野での積極的な取り

組みを推進して行きたいと思いま

す。

 ＧＩＳ先進国のアメリカでは、ＧＩ

Ｓの出現と普及により行政をはじめ

として世の中が大きく変化したと言

われています。日本においても、今

後急速にＧＩＳが普及し、我々が関

係する生物調査の世界も大きく変化

すると期待されます。

　しかし、ここで気をつけなければ

いけないのは「ＧＩＳ」はあくまで

も情報処理システムであり、ＧＩＳ

に入力された生物情報の質とは無関

係に機械的に情報が処理されてしま

うことです。「ＧＩＳで処理されて

いるから何となく正しいように見え

る」－特に自然環境が複雑な日本で

はそんなこともありそうです。

　そういった意味で、ＧＩＳ技術と

生物技術の有機的な統合があっては

じめて「生物技術のＩＴ革命」とい

えるような気がします。当社のＧＩ

Ｓの係わる方向性もその部分を見失

わないようにして行きたいと考えま

す。

　　　　（代表取締役社長・高塚 敏）

◆空間解析　

　　地理的に重なる複数の空間データを位置情報や属性情報に基づき結合できる。

◆オーバーレイ処理

　　２種の異なるテーマ（主題図）を重ね合わせて、両方の主題属性を考慮した

　　視点から分析できる。

　　　例）植生図と地形分類図を重ね合わせて、環境類型区分図を作成する。

生物の空間情報と属性情報を高速で

処理できるシステム　　－ＧＩＳ－

当社のＧＩＳへの取り組み

ＧＩＳ技術と生物技術の統合

の 基本解析機能

「環境影響評価法」の全面施行

平成11年６月から「環境影響評価法」が

全面施行されました。環境省環境影響評

価技術検討会の中間報告書「自然環境の

アセスメント技術」では、ＧＩＳの活用

が推奨されています。

ＧＩＳの活用により実施できること

　　◆類型区分図の作成

　　◆調査地点の選定

　　◆複数案の環境影響の比較検討

　　◆各種事業計画の策定
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◆バッファ作成・検索　

　　地図データから等距離圏（バッファ）を発生させ、空間的な条件検索ができる。

    例）貴重な動物の確認地点や、その依存する植生から行動範囲に対応する

　　　　サイズのバッファを発生させ、生育地の検索、解析ができます。
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